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STEP
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 ｢学級担任」として 
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STEP 1 ｢学級担任」として必ず身につけたいスキルはこれだ！

1STEP

自
分
っ
て
、ど
ん
な「
タ
イ
プ
」な
の
？

細
か
い
こ
と
は
あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
物
事
を
楽
観
的
に
考
え
る
人
。
周
囲
の
人
と
の
調
和
を
大
切

に
し
て
、
自
分
よ
り
も
他
の
人
の
気
持
ち
を
第
一
に
考
え
る
人
…
…
。
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
人
が
い
ま
す
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
性
格
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
向
き
合
う

こ
と
で
、
教
師
と
し
て
子
ど
も
の
前
に
立
っ
た
時
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て「
理
想
の
教
師
像
」と
は
？

多
く
の
教
師
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
日
々
実
践
を
重
ね
、
教
育
に
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
温
か
く
見
守
る
教
師
も
い
れ
ば
、
厳
し
い
試
練
を
あ
た
え
る
こ
と
で
成
長
を
促
す
教
師
も

ま
ず
は
、自
分
を
知
ろ
う
！

01
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STEP 1 ｢学級担任」として必ず身につけたいスキルはこれだ！

い
ま
す
。
子
ど
も
を
教
え
育
て
る
と
い
う
目
的
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
教
育
に
関
わ
る
考
え
方
や
指

導
の
仕
方
は
千
差
万
別
で
す
。

自
分
が
ど
ん
な
教
師
に
な
り
た
い
の
か
、
最
初
の
う
ち
は
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
自
分
自
身
を
知
り
、
教
師
と
し
て
子
ど
も
と
接
す
る
中
で
、
理
想
と
す
る
教
師
像
を
思
い

描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

自
分
は
、ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
？

特
に
新
任
の
頃
は
、
自
分
の
考
え
や
思
い
が
強
い
分
、「
指
導
し
て
い
る
自
分
の
姿
が
、
周
囲
に

ど
の
よ
う
に
映
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
、
冷
静
に
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
頃
の
何
げ
な
い
言
動
や
し
ぐ
さ
、
服
装
に
至
る
ま
で
、
教
師
は
常
に
「
見
ら
れ
る
存
在
」
で
す
。

子
ど
も
を
教
え
導
く
た
め
に
は
、
指
導
す
る
自
分
の
姿
を
、
常
に
客
観
的
に
認
知
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

ACTION!

自
分
に
合
っ
た
教
師
像
を
見
つ
け
よ
う
！
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子どもから見られていることを忘れず、「リーダー」という
自覚をもって、演技であっても堂 と々した立ち居振る舞いで
子どもの前に立つように努めましょう。

「失敗して当たり前」と肩の力を抜き、子どもたちとともに
学校生活を楽しむことに気持ちを傾けましょう。

管理職や先輩教師にお願いをして教室に来てもらい、子ど
もとの関わり方や指導の仕方を見てもらう機会を、できる
限り多く設けます。

 ヒント！ ?
自信をもって

子どもの前に立つために、

何が必要ですか？

C O L U M N  1
学級担任力をつける演習問題❶

クラスを任され、希望に燃えてスタートを切ったものの、

いざ子どもの前に立つと、何をどう指導していいかと、

とにかく迷ってしまいます。学級担任として自信をもて

るようになるために、何が必要なのでしょう。

28



子どもから見られていることを忘れず、「リーダー」という
自覚をもって、演技であっても堂 と々した立ち居振る舞いで
子どもの前に立つように努めましょう。

「失敗して当たり前」と肩の力を抜き、子どもたちとともに
学校生活を楽しむことに気持ちを傾けましょう。

管理職や先輩教師にお願いをして教室に来てもらい、子ど
もとの関わり方や指導の仕方を見てもらう機会を、できる
限り多く設けます。

 ヒント！ ?
自信をもって

子どもの前に立つために、

何が必要ですか？

C O L U M N  1
学級担任力をつける演習問題❶

クラスを任され、希望に燃えてスタートを切ったものの、

いざ子どもの前に立つと、何をどう指導していいかと、

とにかく迷ってしまいます。学級担任として自信をもて

るようになるために、何が必要なのでしょう。

29


